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的

結

合

よ
6
見
た
る
も
の
な
b 

o第
一 

は
腺
始
的
經
濟
紕
織
な
る
が
、
此
時
代
に
は
#
働
.の
み
：：
 

生
產
の
有
1

要

素

に

し

て

、
.
：土

地

又

は

資

本

の

私

有 

制
度
な
る
も
.の

な

し

？

第
一
：

T

は
，資

本

の

私

有

始

ま
b
勞 

働
者
€
資
本
家
ビ
の
則
生
じ
た
‘る
赠
代
に
し
て
、
：此
時 

代
に
は
有
償
的
i

議

ヒ

し

て

勞

働

及

饮

資

本

の

ニ

就
い
.て 

0
$ 

m

四

揮
を
數
へ
た
b
。
第
i
l
l篇

、
：
資

本

：
の

有

偾

馨

素

'
«外
に
土
地
私
有
制
度
を
合
め
.る
M
if
M

M
の
^
代
に 

し
.で

勞

働

、

資

本

：並

：に

土

地

は

各

‘々
勢
.銀
、
.利
澗
並
R 

地
代
な
る
.報
酬
を
受
く
る
な
6
。
乙
の
時
代
は
最
も
進 

步
し
た
る
時
代
に
し
て
、

ス
ミ
ス
の
時
代
に
は
、
多
少 

の
例
外
を
除
き
、
旣
に
こ
の
時
代
^
到
達
せ
る
も
の
と 

.せ
る
ぎ
傲
^

S
,彼
の
價
値
、
價
格
學
說
め
蒙
た
る
價 

微
現
象
は
主
ビ
し
て

” J

0
時
代
を
中
心
ヒ
せ
ぅ
。

1

、
敕
有
財
産
®
存
在
せ
ざ
る
時
代
。
ス
ミ
ス
の
言 

を

借

て

言

へ

ば

、「

資
本
の
集
穑
と
土
地
私
有
が
未
だ 

•«
ら
ざ
る
以
前
め
原
始
草
睐
.の
社
會J

 

@1

り
に
あ
b
v
, 

:-
拟
"
各

種

货

物

の

交

換

比

率

を

宛

む

る

唯

〗

，の

條

件

は 

:■
其

物

の

獲

得

に

必

要

な

る

勞

_

の

分

量

間

に

存

す

る

比 

r
例
な
W

例
へ
ば
.狩
獵
15
族
の
.關

に

於
'て
渖
貍I

If
f
iを 

補
ふ
る£

1

日
、'
鹿

j

匹
を
捕
ふ
る
に
一
日
を
費
す
S 

せ
ば
、
.河
狸

：一
I?
f
iの
^
^
,は
鹿
：
 
一
ite
R.
當
る
。(

®

p
而 

:
:b
1:
、
f
f
»
0勞
慟
が
a

a
の
，勞

働

よ

り

も

圈

類

な

る

ぐ
し
き
は
前
者..の
一
定
量
は
後
翁
.の
同
一
量
と
变
換
せ
ら 

る
V

こ
と
な
し
:0
例
へM

、
：

甲
種
勞
働
を
以
て
ブ
時
間 

に
生
産
せ
を
も
の.は
' 

乙
.種
の
勞
隱
.を
以v

一
一
時
間
に 

雄
産
せ
ら
れ
た
a

も
の
^

交
換
.せ
ら
る
。
.熟
練
ヽ
知
璐 

の
程
度
を
異̂

す
汉
绦
働
：に
於
て
も
亦
同
じ
。

;:
'

|
|
^
,
を 

£

ス

、
、
、
ス

'
も
^

純
勞
働
艺
«

合
勞
»

ヒ
の
觀
念
を
有
せ

ノ
 

? =2 し
？

 

、

斯
く
の
.姐
き
狀
態
に
あ
ぅ
て
は
、
勞
儆
の
全
.生
產
物 

は
缵
働
激
に
歸
麗
f -
。
If
f
iし
て
、
■
'
を
生
难
し
、又
は
、
 

，獲

得

ず

る

に

費
^

る
、
勞
働
の
分
量
は
其
の
物
が
購
買 

し
、
支
配
し
、
又
は
夫
れ
ミ
座
換
ぜ
ら
る
べ
き
勞
働
の 

分
貴
を
決
定
す
べ
ぎ
S'
一
の
悔
件
な
&

6
ー3

 

.(

.一)

.：

smith.: op. 

c
i
r;<
0L
.
M
.
-d
.4v
9
\
-
.
'

'(

.ニ)

； S 
日.

i
t
h

1-o
c
. ci.t 

.

(

.三)
Smitli: op. 

c
i
r
v
:o
l
. 

I., pp. 49, 

s
,

-
1

1、

資
本
の
私
有
制
度0 :

時
代
。
資
本
の
私
痕
せ
ら. 

る.

、
€

き
は
其
所
有
漭
は
之
を
放
下
し
て
、
利
潤

.

を
：獲

第$
1

#
C

七
八
九)

雜
錄
ア
ダ
ム
。スミス

得
”せ
ん
ざ
す
。
故
，̂
生
産
#

の
厮
料
並
に
勞
銀
を
補
償 

す
る
以
上
の
價
値
を
獲
得
せ
ざ
る

べ

か

ら

す

。
即
ち
勞 

働
#.
が
原
»

^
蝴
加
せ
.を

働

値

は

ニ

分

せ

ら

る
°;
其
一 

は

勞

鈒

を

囊

び

、
_他
0

1

i

本

家

の

前

貨

.せ

る

材 

I
.

料
の
資
金
ミ
勞
銀
を
に
對
ず
る
利
轉
を
支
拂
ふ
o 

f
i
s 

I
:

斯
が
る
利
潤
な
ト
ミ
き
は
、
資
本
家
を
し
て
、
其
聲
金 

一
を
放
下
せ
し
む
る
こ

ヒ

雛

し

。
.
故

に

資

本

の

利

勝

も

貨 

\

物

の

價

裕0.1.

部

分
^
織

麻

す

る

も

の■*;
り

ビ

す
0
.
'

|

斯
く
の
如

&

狀
態
！

2：

於
て
は
勞
儆
の
全
生
産
修
成
常 

\

.に
必
令
し
も
勞
働*

に
歸
屬
せ
ず
。
勞
働#

は
彼
を

*
 

I
,

俯
ず
る
資
本
家
ふ
其®

產
樣
幺
分
割
す
。#

が
生
產
叉 

一：
は
獲
得
す
る
に
費̂

代
れ
る
勞
傭
の
分
量
は
之
れ
に
’依 

\

つ

て

支

©

し34
« .

之
^

交
換
し
得
み
鲦
働0

.分
最
を
線 

,
定
す
る
唯
一
こ
哚
働
値
§榴加は
 

資本刺澗にょ

y

で生ずる

'

もゆな

bo 

.

(

往さ
 

(

四)
g 

日
寧
"
o
p
.
o
r
p
.ol
o
.

(

.五

.

)

'
\
&
3
1
.々ず
：：12.
=
^
^
. 

5
K

*-

ッ

摄

論
I.
;
就
い
で

 

第
ガ»

r
i.



第

十

瑟

(

七
九
〇)

雜
錄
ア
ダ
ム

s

ミ

ス

の

價

値

論

に

就

い

て
m

六號一ニ六

i
r

党
全
な
る
私
有
財
產
制
度
の
時
代
。
資
本
土
地 

共
に
私
有
せ

■
ら

る

、
時

代

に

入

る

^

き
は
、
土
地
所
有 

.

溝
は
土
地

'

の
使
用
に
對
し
て
一
定
の
地
代
を
要
求
す
。

か
、
る̂

き
は
、
勞
働
潘
は
土
地
の
便
用
に
對
す
る
地 

:

代
の
爲
に
、
其
生
產
物
の
：：一
部
を
提
供
す
る
要
あ
る
ベ 

く
、
こ
の
部
分
は
地
代
を
構
成
し
、
大
as
^

の
貨
物
の 

價
格
?0

第
三
耍
素

€

な
る
な
九
：

(

雙
ハ)

：
:

■

■進
歩
せ
る
經
濟
組
織
の
下
祀
於
て
は
、
總
て
の
貨
物 

の
價
格
は
勞
銀
、利
澗
並
に
地
代
を
以
て
構
成
せ
ら
る
- ° 

而
し
て
勞
銀
及
び
利
澗
§
ニ
者
にV

成
立
す
る
も
の 

は
、稀
れ
に
し
て
、勞
鈒
の
み
の
價
格
は
極
め
て
少
し
。
 

故
に
潰
物
の
偕
格
は
コ
ー
要
素
化
て
成
立
す
る
を
普
a
ビ

• 

す
o

而
し
て，

J

の
價
格
の
三
要
素
も
亦
、.

其
各
個
が
支
：，
 

配

し

又

は

購

贸

し

得

る

，勞

働

の

分

量

に

ょ

>

て
、
测
定 

せ
ら
る
。
勞
働
は
勞
働
に
典
へ
ら
る
、
憤
格
の
部
分
の 

偾
値
を
秤
量
す
る
の
み
な
ら
す
、
地
代
及
び
利
潤
に
與 

へ.

ら
る
、
價
格
の
部
分
の
價
植
を
も
測
定
す
る
な

b

。

• 

s

以
上
論
せ
る
所
は
價
格
の
靜
態
的
硏
究
に
し
て
、
典 

前
提
ど
し
て
、
交
換
經
濟
並
に
經
濟
單
位
诎
^
於
け
る 

I 

.完
全
な
'る
自
由
競
爭
を
假
定
す
。
交
換
經
濟
は
充
分
な 

る
分
業
の
發
達
を
前
提
匕
し
、
完
全
な
る
自
出
馘
爭
の 

I

市
場
ど
は
.、
物
の
賣
買
に
就
い
て
、
何
等
抑
膘
な
§
市 

場
を
言
ふ
。

:.
惯

格
0
要

素

：た

る

勞

娥

並

に

利

澗

は

谷

祉

會

に

於

て 

又
、
各
職
業
に
於
て
一
定
の
自
然
率Natural r

a
t
e

な 

る
も
の
を
有
せ
む
。
.自
然
率
は
弗
均
率
又
は
通
常
率
と 

:
も
稱
せ
ら
れ
’
社
會
の
貧
富
及
び
進
步
的
、
.停
滯
的
又 

j:

は
衰
退
的
狀
態
に
侬
&
、
又
は
各
職
業
の
特
殊
的
性
質 

に
依
&
て
、自
然
に
決
定
せ
ら
る
。
地
代
も
亦
其
地
位
、
. 

パ
豐
度
並
に
社
會
的
狀
態
に
依
り
て
、.

自
然
的
に
決
定
せ 

ら
る
o 

, 

, 

■

物
の
價
格
が
其
物
を
市
場
记
供
給
す
.る

ま

で

^
喪

す

各
地
代
、
'發
银
並
に
刺
溝
を
其
自
然
率
に
依
り
て
補
償
美

t

貨
物
办
市
價
ば
實
際
市
場
に
齋
さ
る
、
貨
物 

■1
.
て
過
下
足
な
き
ミ
き
は
其
惯
格
を
自
然
價
格
12
:
2±
.
1
1
-
.

の
分
量W

貨
物
の
自
然
®
格
即
ち
勞
銀
、
利
澗
、
地
代 

E
 p

r
i
c
e

と
»
す
？
§:1 )

自
然
價
格
は
物
の
眞
の
偕
格

を
支
狒
ふ
ベ
§
人

の
需
要
と
.の
比
例
に
ょ
b
て
定
め
ら 

に
し
て
、
普
通
の
用
語
に
て
«
格
ビ
獬
す
る
.は其内利る

U (

驻
5

斯
く
の

如

き

需
要
潘
を
布
效
的
m
要
者 

、関
を
包
含
す
る
こ
ビ
な
き
が
如
き
も
、
刺

潤

な

き

喪

買

wffectual D
e
m
a
n
d
e
r

 

€
獬
し
/
欲
求
の
み
を
臂
し
て
||
|
 

，は
決
し
て
寶
手
の
刺
益
に
.あ
ら
ず
。：：；何
と
な
れ
ば
刺
®

買
力
な
&
も
の
を
單
に
需
要
者
ヒ
云
ふ
。
m
純
な
る
需 

は

生

產

渚

の

收

人

又

は

生

活

資

金

：に

し

て

、

彼

.は

尙

ほ

.要
者
は
經
濟
生
活
上
何
等
の
活
働
を
齋
ら
す
ふ
な
し
。
 

放
下
資
本
に
對
す
る
刺
潤
を
も
獲
得
せ
ざ
る
ベ
か
ら

ざ

(

ニ) 

S
3
u
h

 : CP. 

c
i
rV。〗.

i., P. 5S- 

れ
ぼ
な
り
。
故
に
利
潤
を
包
含
ず
る
價
格
は
、
资

手

の
ノZ

市
場
R
於
け
る
貨
物
俠
鉛
暈
が
有
效
的
需
要
を
超
過 

:
5
«價
格 >

'
は
あ
ら
ざ
る
•も
、
相
當
の
期
間
を
取
.る
ビ
，

す
る
i
き
は
自
然
價
格
を
支
拂
ふ
購
貿
*
に
其
全
供
給 

&
且

：つ

完

全

な

る

自
_
競
爭
即
ち
轉
職
の
完
全
な
る
自
量
を
販
賣
す
る
こVJ

能
は
す
。
故
に
其
一
部
は
自
然
價 

由
を
前
提
と
す
る
^
き
は
、
こ
の
僧
格
は
最
低
の
も
の

\

格
以
下
^
販
寶
す
る
を
耍
す
。
從
て
全
1
の

價

格

^

ば 

:

な
6 
£
言

ひ

得

べ

し

。
：
：
：
:

..
''
:

:

i

供
給
量
に
比
例
し
て
自
然
價
格
以
下
に
低
下
せ
し
む
る

(

一)
smitll.'op. dt, vol. 

I
,

 P. 57..

: 

に
至
る
な
か
。

.•

货
吻
の
農
拍
の
實
際
^
格
を
市
價M

a
r
k
e
t

 

p
r
i
c
e

と

，

.貨
物
の
供
給
量
が
有
效
的
需
要
量
と
確
的
に 

一
a
す 

云
ふ
。
市
價
は
自
然
價
格
以
上
/a
る
こ
せ
あ
^N、

又

以

る

ビ

&
は
、
市
價
.は
S
然

的

に

：自

然

價

格

^

一

 

致
す
る 

下
れ
る
こ
と
の
あ
る
ビ
同
晚U

、.
之
ビ一

致
す
I

と
か
佳
之
れ
に
近
附
ぐ

■

る
。
而
し
て
谷
貨
物
の
分

笫
十
三
盤
へ
七
九

一
)

雜緣
ァダ
ム

*
ス
ミ
ス
0
惯
値
論
に
就
い
て 

第六號ニ

一

七



第
±

§
 

(

七
九
5

雑

錄
ァ
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
の
愼
値
論
拉
就
ぃ
て

锨

六

锄

r

一
八

量
ぼ
有
效
的
需
要
量
に「

：致
す
る
.4>
至
.る
0
何
？
な
a
. 

ば
供
給
^
;窗
耍
、\
か
：一

致
す

^
t
と
は
他
主
r
勞
働
# 

並

K
資
本
家
®
利
益

u

し

て
、
供
鈴
が
有
效
的
雞
要
^

. 

決
し
て
超
過
せ
ざ
る
を
刹
ビ
す
。
而
し
て
有
效
的
需
要 

R
對
し
て
供
給
.が
不
足
せ
ざ
る
-」

ビ
は
す
ベ
て
の
人
の

利益-
！
。

,
 

'

へ.

か
く
て
、
自
然
傾
格
は
^
心

愤

格Central price

に
、
 

u

p
、
す
べ
て
の
價
格
は
此
中
心
偾
格
に
吸
引
せ
ら
る
。
 

或
.種
の
離
情
に
ょ
り
て
値
格
は
自
然
價
格
以
上
に
1
>
9 

又
は
夫
^:
以
下
に
下
る
觀
れ
ぞ
も
如
何
な
る
«
情
の 

下
は
あ
る
も
®
格
ば
常
に
自
然
®
格
に
吸
引
せ
ら
る
、
■■ 

傾
向
を
布
せ
り
。
市
偾
は
自
然
價
格
以
土
に
長
<
留
る
，
 

こ
と
あ
る
も
永
ぐ
其
以
T.
'
'R
f/
ま
る
乙
S
灘
し
。
何vj 

' 

な
れ
ば
究
.全
な
る
自
rt
l
競
爭
の
許
さ
る 

>と
き
は
、
價 

'格
が
自
然
债
格
以
下
に
止
ま
る
こ
i
に
上
b
て
、
'影
響

，：
 

を
受
く
る
生
®
要
素
の
所
对
莕
は
之
れ
を
他
の
需
要
多
：
 

き
方
面
に
移
す
ベ
け
れ
ぼ
な
う
。
:,

さ

れ
ば
需
要
供
給
の

關

係

は

市

俱

髮

「

致
ザ
D
tt
谷
^
海 

る
。
而
し
て
自
然
惯
格
栽
も
0.

も
某
機
成
部
分
把
る
勞 

銀
、
_
饊
及
び
地
代
#
飯
鏃
#
ぬ
鏃
で
聽
#
レ
、
M
 

率
は
社
會
の
狀
態
忙
ょ
り
て
變
動
す
る
も
の
f
o

S

.
躲
ぐ
市
慟S

自
然
#
®
-匕 

一
#
i7
る
優
陆
為
.
に
；

f

 

s

f
或
職
の
價
格
は
人
爲
的
又
成
a
然
妳i

s
v

饞
ゆ 

:

永

く

自

然

偾

撕

以

上

^

留

る

此

種

の

働

格

 

を

獨
*.
漬

格 

Mono
p
o
l
y
, price. 

VJ 
言
ふ
。

第

f

の
場
合
は
需
要
の
滑
加
の
爲
に
、
市
價
の
騰
貴 

，
し

た

る

と

き

に

し

で

、

生

產

者

«;
可

狀

か

、

る
'事
情
を 

r

般
世
間
に
周
知
^
し
汝
ず
、
獨

b
利
益
を
镞
得
せ
ん 

w

す
。
か
、
る
價
格
も
一
稀
の
猶
&
値
格
^:
る
.も
永
續 

す
る
こ
と
難
し
。

第
一1
は
製
造
業
に
於
ゆ
る
秘
密
に
し
て
商
取
弘
の
秘 

密
ょ
彡
も
永
續
す
。
例
へ
ぼ
#
殊
以
製
造
方
：故
を
發
喊 

せ
る
潘
は
其
の
爲
に
獨
占
惯
格
を
保
持
す
る
マ』

€
 

m

i

p

o

か
、
る
獨
占
價
格
は
其
特
殊
勞
働K
對

す

る
' 

!報
償
に
し
て
其
全
資
本
に
對
し
て
一
'定
の
割
合
を
保
ち 

特
殊
資
本
利
潤
S

し
て
考
ベ
ら
る
。

.

自
然
の
生
產
物
R

は
土
壤
並
に
地
位
の
特
殊
的
性
質 

を
有
す
^

も
の
ぁ
り
；。.か
.、

る
場
合
も
亦
獨
占
價
格
の

| 

現
象
を
見
る
。
興
偕
格
中
獨
占
的
性
質
を
有
す
る
も
の

\ 

，は
地
代
に
L>
y
.自
然
率
以
上
に
变»
はる。

r
 
V

る
'市 

:價
の
^

騰
は
自
然
的
原
因
に
ょ0
て
；惹
起
.せ
ら
る
，
> 洛

: 

の
私
し
1:
:
、
：
永
績
的
胜
'質
を
有
せ
&

0

ノ

：
;
.
: 

| 

:;
個
人
又
.は
會
社
^

與

へ

：：
ら

れ

た

る

獨

占

權

は

商

エ

業

,;
ー 

上
の
秘
密
？
同1

の
結
粜
を
生
ず
デ
獨
占
者
は
常
に*
: | 

場
に
對
ず
る
供
給
を
減
じ
、
貨
物
を
典®
然
價
格
以
上.

\ 

k

M
賣
せ
&
o 

' } 

::
猢

占
:®
格
は
す
べ
て
の
撝
合«
高
の
‘
の
に
し
て
ま 

然
價
格
即
ち
自
由
競̂

の
©

格
は
^

V

て
の
，場
合
^

は
I 

言
ひ
得
ざ
る
ネ
、
長
期*
取
る
.と
^

技
最
低
の
價
格
«
' 

t

獨
占
價
格
は
す：

ベ
て
：

t

場
合
*

買
*
ょ
り
掠
奪
し 

第
-十

湯

(

七
九
S

.

灕
，

錄
.
.i

n

 ■

得
る
最
高
の
慎
格
に
し
て
、
購
爲
者
が
支
出
し
得
べ
き 

最
高
の
價
格
な

か
0
.然
4

に
自
觀
慠
格
は
販
賣
卷
の
提 

供
し
得
、
其
業
を
繼
續
し
得
る
*
低
の
®
格
な
り
。
以 

上
は
'ス
ミ
ス
の
”價
値
學
說
中
價
値
、
價
格
の
成
立
ゆ
動 

す
る
部
分
の
大
要
な
&

。

.
 

(

未
完)

財
政
經
濟
評
論

%

次

雛

銳
制
整
琿
間
題
政
府
は

I

方
に
於
て
歳
入
の
增
加 

を
圖
り
、'

又

一

方

に

於

て

樣

粗

稅

負

«

の
不
公
#

を

匡 

正

才

る

目

的

を

以

セ

、

稅
：靈

a

の
：調

査

を

開

始

^

权
 

$

傅

へ

ら

れ

V

ゐ

る

がr

'

火

藏

憲

當

局

が

目

下

第

j 

着

に

改

名

邊

課

め

て

為

る

は

營

廳

並
^

麻
：
 

得
« ;

で
あ
る

S

K

は
^
^
ゐ
る
。
吾

人

は

當

局

潘

が

如 

何

な

る

程

度
.

の
：改J E

-f
c

此

爾

國

税k

加

へ'

第i

ハ
鞔
.

1

二
九
：


